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かわるん

今号では３Ｒについて取り上げました。今となっては馴染みのある

言葉になっていると思いますが、改めて個々の「Ｒ」の意味につい

て確認すると良いかもしれません。ちりも積もれば山となるように、日々のエコ暮らしが

大事です。

　川崎市は、廃棄物発電※を活用した「エネルギー循環型ごみ収集システム」による、ＥＶごみ収集車（電池
交換型）を日本で初めて導入し、平成３１年２月７日に行われた国際環境技術展にて導入発表会を行いま
した。今回導入するＥＶごみ収集車は、川崎区のごみ収集に使用します。

　本システムは、ごみ焼却施設に
おける廃棄物発電で得られる電
気を敷地内の電池ステーションへ
送電して電池を充電し、ＥＶごみ
収集車に搭載してごみ収集を行
うものです。
＜システムの特徴＞
●走行中・作業中のCO2やNOX
の排出がない

●電池交換は約3分間で自動交換
●災害時の非常用電源としての
活用

　川崎市では、身近なごみについて考える環境教育・学習の取組として、町内会・自治会などを対象とした
「ふれあい出張講座」を実施しています。
　ごみの正しい分け方や出し方、リサイクルの大切さなどについて、お住まいの地域を担当する生活環境
事業所の職員が出向き、講座を行います。お申込みは各生活環境事業所まで。 第39号
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日本初 ＥＶごみ収集車が川崎市内を走りますＥＶごみ収集車が川崎市内を走ります

ふれあい出張講座について

職員が分かりやすく説明！ かわるんが出動することもあるよ

問い合わせ：環境局廃棄物政策担当　電話 044-200-3721
編集後記編集後記

エネルギー循環型ごみ収集システム

分別アプリ・ツイッター

※廃棄物発電：ごみ焼却施設でのごみ焼却により得られる蒸気による発電

ＥＶごみ収集車と電池ステーション ＥＶごみ収集車導入発表会の様子

まちをきれいにしていく活動を応援します！
美化活動の情報や活動報告を #川崎市 #ごみ拾い を
つけてツイートしてください。

「エネルギー循環型ごみ収集システム」のイメージ
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【問3】川崎市で家庭から出る1日 1人当たりのごみ量は？ （答えは2ページ下)

川崎市環境局ごみ・リサイクルに関するホームページ
市ホームページ： http://www.city.kawasaki.jp/から

3R  ⇒  Reduce リデュース　ごみを出さない／Reuse　リユース　くり返し使う／Recycle　リサイクル　分別して再利用

検索ごみ・リサイクル

①540g　②625g　③1kg

②・・・約135億円 ちりも積もれは山となって大きな金額に。
日々の積み重ねが大事ですね。

【問2】の答え

始めました。

ツイッター

#川崎市 #ごみ拾い

ごみ拾いアカウント
AppStoreGooglePlay


